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MAC アドレステーブルについて
レイヤ 2ポートで、パケット上のMACアドレスと、そのパケットのレイヤ 2ポート情報とを関
連付けるときに、MACアドレステーブルが使用されます。MACアドレステーブルは、受信し
たフレームのMACソースアドレスを使用して構築されます。アドレステーブルに存在しない
MAC宛先アドレスのフレームが受信されると、そのフレームの受信ポートを除く、同じ VLAN
内のすべての LANポートに、そのフレームがフラッディングされます。宛先ステーションから
応答があると、関連するMAC送信元アドレスとポート IDがアドレステーブルに追加されます。
その後、後続フレームはすべての LANポートをフラッディングすることなく、1つの LANポー
トに転送されます。

スタティックMACアドレスと呼ばれる、デバイス上の特定のインターフェイスだけをスタティッ
クに示すMACアドレスを設定できます。スタティックMACアドレスは、インターフェイス上
でダイナミックに学習されたMACアドレスをすべて書き換えます。ブロードキャストまたはマ
ルチキャストのアドレスは、スタティックMACアドレスとして設定できません。スタティック
MACエントリは、リブート後も保持されます。

VEMあたりのアドレステーブルには、最大 32,000のMACエントリを保存できます。エージン
グタイマーは、アドレスがデフォルトで 300秒間非アクティブのままであった場合、そのアドレ
スのテーブルからの削除をトリガーします。エージングタイマーはグローバルに設定できます

が、VLAN単位では設定できません。
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エントリがMACアドレステーブルに保持される期間の長さの設定や、テーブルからのクリアな
どを行うことができます。

注意事項と制約事項
• VEMの各VLANに対するフォワーディングテーブルには、最高 4094個のMACアドレスを
格納できます。

•単一のインターフェイスで設定できるスタティックMACアドレスの上限は 1024です。

• Cisco Nexus 1000V InterCloudでは、VSMでのユーザ設定のスタティックMACアドレスが
2000までサポートされます。

デフォルト設定

表 1：デフォルト MAC アドレスエージングタイム

デフォルトパラメータ

300秒エージングタイム

MAC アドレステーブルの設定

スタティック MAC アドレスの設定
特定のインターフェイスをスタティックに示すMACアドレスを設定するには、この手順を使用
します。

はじめる前に

• EXECモードで CLIにログインしていること。

•ブロードキャストまたはマルチキャストのアドレスは、スタティックMACアドレスとして
設定できません。

•スタティックMACアドレスは、インターフェイス上でダイナミックに学習されたMACア
ドレスを書き換えます。

Cisco NX-OSコマンドは、Cisco IOSで使用されているものとは異なる可能性がありますので
注意してください。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

レイヤ 2 MACアドレステーブルにスタティッ
クMACアドレスを追加し、これを実行中のコ
ンフィギュレーションに保存します。

switch(config)#mac address-table
static mac_address vlan vlan-id {[
drop | interface { type if_id } ]}

ステップ 2   

指定可能なインターフェイスは veth numberで
す

（任意）

スタティックMACアドレスを表示します。
switch(config)# show mac address
static interface [type if_id]

ステップ 3   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コンフィ

ギュレーションをスタートアップコンフィギュ

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 4   

レーションにコピーして、変更を永続的に保存

します。

switch# configure terminal
switch(config)# mac address static
switch(config)# show mac address static
switch(config)#

エージングタイムの設定

パケットの送信元MACアドレスおよびその学習が行われたポートを、レイヤ 2情報を含むMAC
テーブルに保管しておく時間を設定するには、この手順を使用します。

エージングタイムは VLAN単位で設定できないグローバル設定です。これはグローバル設定
ですが、インターフェイスコンフィギュレーションモードまたは VLANコンフィギュレー
ションモードでもMACエージングタイムを設定できます。

（注）

はじめる前に

EXECモードで CLIにログインしていること。

Cisco NX-OSコマンドは、Cisco IOSで使用されているものとは異なる可能性がありますので
注意してください。

（注）
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

レイヤ 2 MACアドレステーブルのエントリが破棄さ
れるまでに経過する時間を指定し、実行中のコンフィ

ギュレーションに保存します。

switch#mac address-table
aging-time seconds

ステップ 2   

入力できる値は、以下のとおりです。

• 120～ 918000秒（デフォルトは 300）

•ゼロ（0）を指定した場合、MACエージングは
ディセーブルになります。

switch# configure terminal
switch(config)# mac address-table aging-time 600
switch(config)# show mac address-table aging-time
Vlan Aging Time
----- ----------
101 600
100 600
1 600
switch#

MAC テーブルからのダイナミックアドレスのクリア

はじめる前に

EXECモードで CLIにログインしていること。

Cisco NX-OSコマンドは、Cisco IOSで使用されているものとは異なる可能性がありますので
注意してください。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

レイヤ 2 MACアドレステーブルから、ダ
イナミックアドレスエントリをクリアし

ます。

switch# clear mac address-table
dynamic [vlan vlan_id]

ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

MACアドレステーブルを表示します。
switch# show mac address-tableステップ 2   

次に、すべてのダイナミックエントリをMACアドレステーブル全体からクリアする例を示しま
す。

switch# clear mac address-table dynamic
switch#

次の例では、VLAN 5で学習されたダイナミックMACアドレスだけがMACアドレステーブルか
らクリアされます。

switch# clear mac address-table dynamic vlan 5
switch#

MAC アドレステーブルの設定の確認
次のいずれかのコマンドを使用して、設定を確認します。

目的コマンド

MACアドレステーブルを表示します。show mac address-table

MACアドレステーブルのスタティックエント
リの情報を表示します。

show mac address-table static

VEM物理ポートがダイナミックMACを学習
し、パケットソースが同じVSM上の別のVEM
にある場合、vEthernetインターフェイスのスタ
ティックMACアドレスを表示します。

show mac address-table static | inc veth

すべてのスタティックMACアドレスを表示し
ます。

show mac address static interface [type if_id]

MACアドレステーブルにエージングタイムを
表示します。

show mac address-table aging-time

MACアドレスエントリの数を表示します。show mac address-table count

インターフェイスのMACアドレスとバーンド
インMACアドレスを表示します。

show interface interface_id mac
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MAC アドレステーブルの機能履歴
リリース機能名機能名

この機能が導入されましたRelease 5.2(1)IC1(1.1)MACアドレステーブル
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